
別表3－4  
国立感染症研究所研究課題評価一覧  

研  究  課   題  名   研究期間  17年度  18年度  19年度  20年度  21年度   

基盤的研究費   14～  3．7  
エイズ研究センター経費（HlV感染の分子遺伝学的研究）   63～  4．4  
希少感染症診断技術向上糞   64～  3．3  
ポリオ根絶計画推進費（調査研究費）   3′、■  3．8  
麻疹根絶計画推進糞（調査研究費）   8′－  3．4  
遺伝子治療用ウイルス遺伝子運搬体（ベクター）の開発研究費   8～  3．6  
輸入ウイルス感染症（エボラ出血熱等）の診断・研究体制の確立に関す  8～  3．7  
ハンセン病研究センター経費（国際研究協力事業）   8～  3．9  
プリオン病の発症機序の解明とプリオン蛋白の高感度検出系の開発研  9～  4．0  
食品由来感染症の監視体制強化に関する事業費（調査研究費）   10～  4．1  
動物由来感染症の診断技術開発及び監視体制の強化に関する事業費   
（調査研究費）   

11′・■  3．9  

食生活と環境の変化に伴う寄生虫・原虫症の対策と監視強化に関する事  12～   4．1  4，4  
薬剤耐性菌感染症情報収集と解析及び耐性菌の分子機構の解析に関  13～  
する研究費   

4．2  3．9  

不活化ポリオワクチン等品質安全確保研究費   14′・一  3．9  
真菌感染症対策研究費   15～   4．0  4．3  
生物学的製剤の安全性情報収集、解析、評価に係る研究事業費   15′・■   4．0  4．3  
ヘモフィルスーインフル工ンザb型菌（Hib）ワクチン研究費   16′｝  4．0  3．4   
重症急性呼吸器症候群（SARS）対策事業費   16′・■  4．4  3．6   
病原体ゲノム解析・応用経費   1了～  3．6  
特殊・不明感染症発生緊急対応に必要な経費   17■〉  3．4  
アジア各国の国立感染症研究機関の連携強化による事前対応型病原体  19′・■  

監視体制強化に関する研究に必要な経書   
4．0  4．7  

肺炎球菌コンジュゲートワクチン導入に伴う感染症サーベイランス経費  21～  4．6  
ヒトパピローマウイルスリファレンスラボの整備とサーベイランスネット   

ワークの構築経費   
21～  4．6  

研究評価平均値  4．0   4．2   3．8   4．4   3．9  



厚生労働科学研究事業の適正かつ効果的な  

実施を確保すること  

－39－   



【別紙2】  

政策体系番号：ⅩⅠ－2－1  

一平成22年度モニタソニ／ク潜票凝苦言（罰好2ナ年度の実万緑のぞニタリンクブ  

／闇禅学統穿寡芽の願力lつ効果挽気診を離す岳ことノ仁つい了  

平成22年○月  

大臣官房厚生科学課（三浦公嗣課長）［主担当］  

1．政策体系上の位置づけ   

厚生労働省では、基本目標＞施策大目標＞施策中目擦＞施策小目標を設定して政策を実施してい  

ます。本施策は、施策中目標にあたり、政策の体系上の位置付けは次のとおりです。  

【政策体系（図）】  
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※ 並列する施策中日擦はありません。  

【政策体系（文章）】  

基本目標ⅩⅠ 国民生活の向上に関わる科学技術の振興を図ること   

施策大目標2 研究を支援する体制を整備すること  

施策中目標十厚生労働科学研究事業の適正かつ効果的な実施を確保すること  

－40一   



【別紙2】  

政策体系番号：ⅩⅠ－2－1  

（関連施策）  

特になし  

（予算書との関係）  
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本施策は、予算書の以下の項目に対応しています。   

（項）厚生労働科学研究費：厚生労働科学研究に必要な経費（一部）  

2．施策の概要   

本施策は、次の施策小目棲を柱に実施しています。主な事務事業等や設定している指標・  

目標値は別図（政策体系）を参照下さい。また、本施策の実現のために投入している資源は  

次のとおりです。  

（施策小目標）  

（施策小目標1）研究評価体制を整備すること  

（予算）  

H18   H19   H20   H21卵嘩対革牛革   H22   

予算額  40   50   53   46   45   

（決算額）（百万円）  

税制減収額見込み  

（実績）（百万円）  
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【別紙2】  

政策体系番号：ⅩⅠ－2－1  

3．モニタリンク結果   

関連する指標の動きや、あらかじめ設定した目標値の達成率等は以下のとおりでした。施策小目  

標ごとのモニタリング結果は、4．を参照下さい。  
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【別紙2】  

政策体系番号：ⅩⅠ－2－1  

4．モニタB」ング結果（施策小目標こと）  

施策小目標ごとのモニタリング結果は以下のとおりです。   

（1）施策小目標1「研究評価体制を整備すること」関係  
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